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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数種類の外部記録媒体のうちの何れかの外部記録媒体を選択する選択手段と、
　入力された情報データを、前記選択手段により選択された外部記録媒体の種類に応じた
記録フォーマットで記録媒体に記録する記録手段と、
　前記選択手段により選択された外部記録媒体の種類に応じた仮想メディア領域を前記記
録媒体上に作成し、前記選択された外部記録媒体の種類に応じた記録フォーマットで前記
記録媒体に記録された情報データを、前記選択された外部記録媒体の種類に応じた仮想メ
ディア領域に対応づけて管理する管理手段と、
　前記記録媒体から前記情報データを再生する再生手段と、
　外部記録媒体に情報データを記録する記録装置と通信する通信手段と、
　前記記録媒体上に作成された複数の前記仮想メディア領域のうち、前記記録装置により
前記通信手段から出力された情報データが記録される外部記録媒体の種類に対応する仮想
メディア領域を検出する手段と、
　前記検出する手段により検出された仮想メディア領域を示す情報を表示装置に出力する
手段と、
　前記表示装置に表示された仮想メディア領域を示す情報の中から選択された仮想メディ
ア領域の情報データを前記記録媒体から再生し、前記再生した情報データを前記記録装置
に送信するよう、前記再生手段と前記通信手段とを制御する制御手段と、
　を備えることを特徴とする記録再生装置。
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【請求項２】
　前記入力された情報データは画像データを含み、前記記録手段は、前記画像データを、
前記選択された外部記録媒体の種類に応じた符号化方式で符号化して記録することを特徴
とする請求項１に記載の記録再生装置。
【請求項３】
　前記出力する手段は、前記検出された仮想メディア領域を示す前記情報に、当該仮想メ
ディア領域の記録容量及び記録フォーマットを示す情報を含めて前記表示装置に出力する
ことを特徴とする請求項２に記載の記録再生装置。
【請求項４】
　前記通信手段は、前記記録装置により情報データが記録される外部記録媒体の種類を示
す媒体情報を前記記録装置から受信し、
　前記検出する手段は、前記通信手段により受信された媒体情報に基づいて、前記記録装
置により情報データが記録される外部記録媒体の種類に対応する仮想メディア領域を検出
することを特徴とする請求項１から３の何れか１項に記載の記録再生装置。
【請求項５】
　複数種類の転送先の何れかの転送先に応じた記録フォーマットで情報データを記録媒体
に記録する記録手段と、
　前記記録媒体に記録された情報データの転送先に関する管理情報を生成する手段と、
　前記記録媒体から前記情報データを再生する再生手段と、
　前記記録媒体に記録された情報データを転送する通信手段と、
　前記通信手段が前記情報データを転送する転送先に関する情報と前記管理情報とに基づ
いて、前記記録媒体に記録された情報データから、前記通信手段が前記情報データを転送
する転送先に対応する情報データを検出すると共に、前記検出された情報データのうち選
択された情報データを前記記録媒体から再生し、前記再生した情報データを前記転送先に
転送するよう、前記再生手段と前記通信手段とを制御する制御手段とを備えることを特徴
とする記録再生装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記記録媒体に記録された情報データのうち、前記通信手段が前記情
報データを転送する転送先と同じ種類の転送先を持つ情報データを示す指示情報を表示装
置に出力する手段を備え、
　前記制御手段は、前記表示装置に表示された指示情報の中から選択された指示情報に対
応した情報データを前記記録媒体から再生し、前記再生した情報データを前記転送先に転
送するよう、前記再生手段と前記通信手段とを制御することを特徴とする請求項５に記載
の記録再生装置。
【請求項７】
　前記通信手段は、前記通信手段が前記情報データを転送する転送先に関する情報を受信
し、前記制御手段は、前記通信手段により受信された前記転送先に関する情報に基づいて
、前記通信手段が前記情報データを転送する転送先に対応する情報データを検出すること
を特徴とする請求項５に記載の記録再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、再生装置及びデータ転送システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、大容量のＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ、以下、ハードディスクとす
る）が内蔵されたビデオカメラが登場している。この内蔵ハードディスクは、一時的な映
像データの蓄積媒体として使用されることが多い。それに対して、長期保存したい映像デ
ータや、バックアップしたい映像データは、内蔵ハードディスクからＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔ
ａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）などの外部記録媒体へデータ転送されることがあ
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る。ここで、通常、内蔵ハードディスクの記録容量は、外部記録媒体の記録容量に比べて
大きい傾向にある。
【０００３】
　このため、データ転送先である外部記録媒体の記録容量を考慮して映像データを選択し
てデータ転送する必要があり、外部記録媒体にデータ転送する際の作業負担が増大するお
それがある。
【０００４】
　それに対して、ハードディスク内に、通常の記憶領域（以下、ハードディスク領域とす
る）と、仮想ディスク用の記憶領域（以下、仮想ディスク領域とする）とを混在させる技
術が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００４－３２０３４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に示された技術を用いれば、内蔵ハードディスクに記録された映像データを
外部記録媒体へデータ転送する際に、データ転送先の記録媒体に対応した仮想ディスク領
域を設定することができる。この仮想ディスク領域を利用して、外部記録媒体にデータ転
送する際の作業負担をある程度軽減することができる。
【０００６】
　しかし、データ転送先の外部記録媒体には、ＤＶＤだけでなくＳＤカードやブルーレイ
ディスクなど多くの種類の記録媒体が混在することがある。この場合、多種類の仮想ディ
スク領域から外部記録媒体との関係で適切な仮想ディスク領域を選択する必要があり、外
部記録媒体にデータ転送する際の作業負担を十分に軽減できないおそれがある。
【０００７】
　本発明の目的は、外部記録媒体にデータ転送する際の作業負担を十分に軽減できる再生
装置及びデータ転送システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第１側面に係る記録再生装置は、複数種類の外部記録媒体のうちの何れかの外
部記録媒体を選択する選択手段と、入力された情報データを、前記選択手段により選択さ
れた外部記録媒体の種類に応じた記録フォーマットで記録媒体に記録する記録手段と、前
記選択手段により選択された外部記録媒体の種類に応じた仮想メディア領域を前記記録媒
体上に作成し、前記選択された外部記録媒体の種類に応じた記録フォーマットで前記記録
媒体に記録された情報データを、前記選択された外部記録媒体の種類に応じた仮想メディ
ア領域に対応づけて管理する管理手段と、前記記録媒体から前記情報データを再生する再
生手段と、外部記録媒体に情報データを記録する記録装置と通信する通信手段と、前記記
録媒体上に作成された複数の前記仮想メディア領域のうち、前記記録装置により前記通信
手段から出力された情報データが記録される外部記録媒体の種類に対応する仮想メディア
領域を検出する手段と、前記検出する手段により検出された仮想メディア領域を示す情報
を表示装置に出力する手段と、前記表示装置に表示された仮想メディア領域を示す情報の
中から選択された仮想メディア領域の情報データを前記記録媒体から再生し、前記再生し
た情報データを前記記録装置に送信するよう、前記再生手段と前記通信手段とを制御する
制御手段と、を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、外部記録媒体にデータ転送する際の作業負担を十分に軽減できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明の第１実施形態に係るデータ転送システム１を、図１を用いて説明する。図１は
、本発明の第１実施形態に係るデータ転送システム１の構成図である。
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【００１２】
　データ転送システム１は、内部記録媒体に記録した画像データを長期保存又はバックア
ップすることを目的としてデータを転送するためのシステムである。データ転送システム
１は、ビデオカムコーダ（再生装置）Ａ０、ＤＶＤ外部記録装置（外部記録装置）Ｂ０及
び通信ケーブル（通信媒体）Ｃ０を備える。
【００１３】
　ビデオカムコーダＡ０は、ハードディスク内蔵型のビデオカムコーダである。
【００１４】
　ＤＶＤ外部記録装置Ｂ０は、外付け型のＤＶＤ外部記録装置であり、通信ケーブルＣ０
を介してビデオカムコーダＡ０に接続される。これにより、ＤＶＤ外部記録装置Ｂ０は、
ビデオカムコーダＡ０から受け取った情報（例えば、映像データ）を外部記録媒体Ｄ０に
記録したり、外部記録媒体Ｄ０に記録された情報をビデオカムコーダＡ０に供給して再生
させることができる。外部記録媒体Ｄ０は、例えば、ディスク型の高密度記録媒体である
。外部記録媒体Ｄ０の種類は、例えば、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ－ＤＬ及びＤＶＤ－ＲＷ
である。
【００１５】
　通信ケーブルＣ０は、ビデオカムコーダＡ０と外付けＤＶＤ外部記録装置Ｂ０とを接続
するである。通信ケーブルＣ０は、例えばシリアル通信するためのシリアルケーブルであ
り、例えばＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）ケーブルである。
【００１６】
　次に、ビデオカムコーダＡ０の構成及び動作を、図１を用いて説明する。
【００１７】
　ビデオカムコーダＡ０は、レンズＡ１、カメラ制御部Ａ２、動画信号処理部Ａ４、静止
画信号処理部Ａ５、マイコン（検索手段、制御手段）Ａ８、操作スイッチ（選択手段、入
力手段）Ａ１１及びファイル制御部（再生手段、管理手段、記録手段）Ａ９を備える。ビ
デオカムコーダＡ０は、内部記録媒体Ａ１０、表示制御処理部（表示制御手段）Ａ６、表
示パネル（表示部）Ａ７及びインターフェース制御部（通信手段、出力手段）Ａ３を備え
る。
【００１８】
　レンズＡ１は、被写体の光学像をカメラ制御部Ａ２に結像する。
【００１９】
　カメラ制御部Ａ２は、レンズＡ１が結像した光学像を電気信号に光電変換する。また、
カメラ制御部Ａ２は、レンズＡ１の動作を制御する。
【００２０】
　動画信号処理部Ａ４は、撮影指令に基づいて、動画撮影時にカメラ制御部Ａ２から入力
された電気信号を動画データ（コンテンツ）に変換する。
【００２１】
　静止画信号処理部Ａ５は、撮影指令に基づいて、静止画撮影時にカメラ制御部Ａ２から
入力された電気信号を静止画データ（コンテンツ）に変換する。
【００２２】
　操作スイッチＡ１１は、マイコンＡ８に対して操作コマンドを入力するための入力イン
ターフェースである。例えば、操作スイッチＡ１１には、内部記録媒体Ａ１０に撮影した
データを記録させるための撮影要求や、内部記録媒体Ａ１０のデータを再生ための再生要
求が入力される。あるいは、例えば、操作スイッチＡ１１には、内部記録媒体Ａ１０のデ
ータを外部記録媒体Ｄ０にデータ転送するためのデータ転送要求が入力される。
【００２３】
　マイコンＡ８は、ビデオカムコーダＡ０の各構成要素に所定の指令を供給して、ビデオ
カムコーダＡ０を全体的に制御する。例えば、マイコンＡ８は、操作スイッチＡ１１から
撮影要求を受け取った場合、撮影要求に基づいて撮影指令を生成してカメラ制御部Ａ２、
動画信号処理部Ａ４、静止画信号処理部Ａ５及びファイル制御部Ａ９に供給する。あるい
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は、例えば、マイコンＡ８は、操作スイッチＡ１１から再生要求を受け取った場合、再生
要求に基づいて再生指令を生成してファイル制御部Ａ９に供給する。あるいは、例えば、
マイコンＡ８は、操作スイッチＡ１１からデータ転送要求を受け取った場合、データ転送
要求に基づいてデータ転送指令を生成してファイル制御部Ａ９、動画信号処理部Ａ４、静
止画信号処理部Ａ５及びインターフェース制御部Ａ３に供給する。
【００２４】
　内部記録媒体Ａ１０は、ビデオカムコーダＡ０に内蔵された大容量の記録媒体である。
内部記録媒体Ａ１０は、例えば、ＨＤＤである。内部記録媒体Ａ１０は、ハードディスク
用の記憶領域（以下、ハードディスク領域とする）と、複数の仮想メディア用の記憶領域
（以下、仮想メディア領域とする）とを含む。
【００２５】
　ファイル制御部Ａ９は、管理情報に基づいて、内部記録媒体Ａ１０への情報の書き込み
及び読み出しを制御する。ここで、管理情報は、ハードディスク領域及び複数の仮想メデ
ィア領域を管理するための情報である。例えば、管理情報は、ハードディスク領域の識別
情報及びハードディスク領域の記録容量に関する情報を含む。例えば、管理情報は、各仮
想メディア領域の識別情報、各仮想メディア領域に対応した記録媒体の種類、各仮想メデ
ィア領域の記録容量、各仮想メディア領域の記録可能フォーマットに関する情報を含む。
また、ファイル制御部Ａ９は、設定可能な仮想メディアの情報も保持している。設定可能
な仮想メディアの情報に関しては後述する。
【００２６】
　ファイル制御部Ａ９は、撮影指令に基づいて、動画信号処理部Ａ４により生成された動
画データや、静止画信号処理部Ａ５により生成された静止画データを、内部記録媒体Ａ１
０にファイルとして記録する。
【００２７】
　また、ファイル制御部Ａ９は、再生指令に基づいて、内部記録媒体Ａ１０から動画デー
タを読み出して動画信号処理部Ａ４へ供給する。例えば、ファイル制御部Ａ９は、再生指
令に基づいて、内部記録媒体Ａ１０から静止画データを読み出して静止画信号処理部Ａ５
へ供給する。
【００２８】
　また、ファイル制御部Ａ９は、データ転送指令に基づいて、内部記録媒体Ａ１０から動
画データを読み出してインターフェース制御部Ａ３へ供給する。例えば、ファイル制御部
Ａ９は、データ転送指令に基づいて、内部記録媒体Ａ１０から静止画データを読み出して
インターフェース制御部Ａ３へ供給する。
【００２９】
　動画信号処理部Ａ４は、マイコンＡ８から受け取ったデータ転送指令に基づいて、ファ
イル制御部Ａ９から受け取った動画データを表示用の映像信号に変換する。静止画信号処
理部Ａ５は、マイコンＡ８から受け取ったデータ転送指令に基づいて、ファイル制御部Ａ
９から受け取った静止画データを表示用の映像信号に変換する。
【００３０】
　表示制御処理部Ａ６は、動画信号処理部Ａ４や静止画信号処理部Ａ５から表示用の映像
信号を受け取り、映像信号に対応した画像を表示パネルＡ７に表示する。
【００３１】
　インターフェース制御部Ａ３は、ＤＶＤ外部記録装置Ｂ０が通信ケーブルＣ０を介して
ビデオカムコーダＡ０に接続された際に、外部記録媒体Ｄ０を検出するための検出指令を
通信ケーブルＣ０経由でＤＶＤ外部記録装置Ｂ０に送信する。インターフェース制御部Ａ
３は、検出指令の応答として、媒体情報を通信ケーブルＣ０経由でＤＶＤ外部記録装置Ｂ
０から受信する。媒体情報は、外部記録媒体Ｄ０の種類、外部記録媒体Ｄ０の記録容量及
び外部記録媒体Ｄ０の記録可能フォーマットに関する情報を含む。インターフェース制御
部Ａ３は、媒体情報に基づいて、通信ケーブルＣ０を介してＤＶＤ外部記録装置Ｂ０が接
続されたことと、外部記録媒体Ｄ０に記録可能な状態であることを検出する。
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【００３２】
　インターフェース制御部Ａ３は、外部記録媒体Ｄ０へ記録可能な状態において、マイコ
ンＡ８から受け取ったデータ転送指令に基づいて、動画データ又は静止画データを通信ケ
ーブルＣ０経由でＤＶＤ外部記録装置Ｂ０へ供給する。
【００３３】
　次に、ＤＶＤ外部記録装置Ｂ０の構成及び動作を、図１を用いて説明する。
【００３４】
　ＤＶＤ外部記録装置Ｂ０は、インターフェース制御部Ｂ１、メディア制御部Ｂ２及びデ
ィスク外部記録Ｂ３を備える。
【００３５】
　インターフェース制御部Ｂ１は、ＤＶＤ外部記録装置Ｂ０が通信ケーブルＣ０を介して
ビデオカムコーダＡ０に接続された際に、外部記録媒体Ｄ０を検出するための検出指令を
通信ケーブルＣ０経由でビデオカムコーダＡ０から受信する。
【００３６】
　メディア制御部Ｂ２は、検出指令をインターフェース制御部Ｂ１から受け取り、ディス
ク外部記録Ｂ３を介して外部記録媒体Ｄ０に関する媒体情報を検出する。具体的には、デ
ィスク外部記録部Ｂ３は、ディスクＤ０の種類を判別し、その種類を示す情報を媒体情報
としてメディア制御部Ｂ２に出力する。メディア制御部Ｂ２は、媒体情報をインターフェ
ース制御部Ｂ１へ渡す。
【００３７】
　インターフェース制御部Ｂ１は、メディア制御部Ｂ２から受け取った媒体情報を通信ケ
ーブルＣ０経由でビデオカムコーダＡ０へ送信する。
【００３８】
　ディスク外部記録Ｂ３には、外部記録媒体Ｄ０が着脱可能に接続される。すなわち、デ
ィスク外部記録Ｂ３は、外部記録媒体Ｄ０に対する書き込み及び読み出しを行うインター
フェースである。
【００３９】
　次に、ビデオカムコーダＡ０による仮想メディアを利用した撮影におけるシーケンスを
、図２を用いて説明する。図２は、ビデオカムコーダが仮想メディアを利用して撮影する
処理の流れを示すフローチャートである。
【００４０】
　ステップＳ１０１では、ビデオカムコーダＡ０の操作スイッチＡ１１に起動要求が入力
される。マイコンＡ８は、起動要求を操作スイッチＡ１１から受け取り、起動要求に基づ
いてビデオカムコーダＡ０を起動する。マイコンＡ８は、現在のモードが撮影モードであ
るか否かを判断する。マイコンＡ８は、撮影モードであると判断する場合、処理をステッ
プＳ１０２へ進め、撮影モードでないと判断する場合、処理を終了する。
【００４１】
　ステップＳ１０２では、マイコンＡ８が、ファイル制御部Ａ９から設定可能な仮想メデ
ィアの情報を取得し、設定可能な仮想メディアの情報に基づいて設定メニュー画面データ
（図４参照）を生成する。
【００４２】
　本実施形態では、ダビング先（データ転送先）として考えられる記録媒体の種類に応じ
て、記録容量、画像データの符号化形式、及びデータ構造を組にした複数のグループを予
め設定している。そして、これらのグループを仮想メディアと呼ぶ。
【００４３】
　ここで、設定可能な仮想メディアの情報は、「メディア」欄に対応する仮想メディアの
種類、「容量」欄に対応する仮想メディアの記録容量、「エンコード」欄及び「ファイル
構造」欄に対応する仮想メディアの記録可能フォーマットに関する情報を含む。なお、「
エンコード」欄には、圧縮フォーマットが示され、「ファイル構造」欄には、ファイルフ
ォーマットが示されている。



(7) JP 4750675 B2 2011.8.17

10

20

30

40

50

【００４４】
　表示制御処理部Ａ６は、設定メニュー画面データをマイコンＡ８から受け取り、設定メ
ニュー画面を表示パネルＡ７に表示する。設定メニュー画面には、例えば図４に示すよう
に、選択可能な仮想メディアの一覧が表示される。操作スイッチＡ１１は、記録する仮想
メディアを選択する選択指示をユーザーから受け付けてマイコンＡ８に供給する。例えば
、操作スイッチＡ１１には、仮想メディアとして図４の「１」を選択する指示が入力され
る。マイコンＡ８は、選択指示を受け取りファイル制御部Ａ９に渡す。
【００４５】
　ファイル制御部Ａ９は、選択指示に基づいて、内部記録媒体Ａ１０の記憶領域内に新た
に仮想メディア領域を作成する。例えば、ファイル制御部Ａ９は、図４に示す「１」の選
択指示に基づいて、「ＤＶＤ－Ｒ」、「ＭＰＥＧ２」及び「ＤＶＤ－ＶＩＤＥＯ」に対応
した記録容量４．７ＧＢの仮想メディア領域を生成する。すなわち、ファイル制御部Ａ９
は、内部記録媒体Ａ１０の記憶領域内において、仮想メディア領域に対応した論理的なパ
ーティションを生成するとともに、作成する仮想メディア領域を反映した形で管理情報を
更新する。これにより、ファイル制御部Ａ９は、内部記録媒体Ａ１０に記録された複数の
情報データを、内部記録媒体Ａ１０から再生された情報データを記録すべき外部記録媒体
Ｄ０の種類に応じた複数のグループ（複数の仮想メディア領域）に分類して管理する。
【００４６】
　ステップＳ１０５では、マイコンＡ８が、撮影が指示されたか否かを判断する。マイコ
ンＡ８は、操作スイッチＡ１１から撮影指示を受け取った場合、撮影が指示されたと判断
して、処理をステップＳ１０６へ進める。マイコンＡ８は、操作スイッチＡ１１から撮影
指示を受け取らなかった場合、撮影が指示されていないと判断して、処理をステップＳ１
０５へ進める。
【００４７】
　ステップＳ１０６では、カメラ制御部Ａ２が、レンズＡ１が結像した光学像を電気信号
に光電変換して動画信号処理部Ａ４又は静止画信号処理部Ａ５に供給する。
【００４８】
　動画信号処理部Ａ４は、撮影指令に基づいて、動画撮影時にカメラ制御部Ａ２から入力
された電気信号をＭＰＥＧ２方式に従い符号化し動画データに変換する。
【００４９】
　静止画信号処理部Ａ５は、撮影指令に基づいて、静止画撮影時にカメラ制御部Ａ２から
入力された電気信号を静止画データに変換する。
【００５０】
　ファイル制御部Ａ９は、撮影指令に基づいて、動画信号処理部Ａ４により生成された動
画データや、静止画信号処理部Ａ５により生成された静止画データを、内部記録媒体Ａ１
０にファイルとして記録する。このとき、ファイル制御部Ａ９は、ステップＳ１０２で選
択及び生成された仮想メディア領域に、動画データ又は静止画データを記録する。それと
ともに、ファイル制御部Ａ９は、記録されたデータを反映した形で管理情報を更新する。
【００５１】
　ファイル制御部Ａ９は、記録を終了した後、記録を終了した旨の情報をマイコンＡ８へ
供給する。
【００５２】
　ステップＳ１０７では、マイコンＡ８が、内部記録媒体Ａ１０への記録を終了したか否
かを判断する。マイコンＡ８は、記録を終了した旨の情報をファイル制御部Ａ９から受け
取った場合、記録を終了したと判断して、処理を終了する。マイコンＡ８は、記録を終了
した旨の情報をファイル制御部Ａ９から受け取っていない場合、記録を終了していないと
判断して、処理をステップＳ１０８へ進める。
【００５３】
　ステップＳ１０８では、マイコンＡ８が、内部記録媒体Ａ１０の記憶領域に残容量があ
るかどうかの問い合わせ情報を、ファイル制御部Ａ９へ渡す。ファイル制御部Ａ９は、問
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い合わせ情報に基づいて、管理情報を参照することにより、又は、内部記録媒体Ａ１０に
アクセスすることにより、内部記録媒体Ａ１０の記憶領域の残容量を調べる。ファイル制
御部Ａ９は、内部記録媒体Ａ１０の記憶領域の残容量の情報をマイコンＡ８へ渡す。マイ
コンＡ８は、その残容量の情報に基づいて、内部記録媒体Ａ１０の記憶領域に残容量があ
るか否かを判断する。マイコンＡ８は、残容量があると判断する場合、処理をステップＳ
１０６へ進め、残容量がないと判断する場合、処理をステップＳ１０９へ進める。
【００５４】
　ステップＳ１０９では、マイコンＡ８が、仮想メディアの記録領域（例えば、４．７Ｇ
Ｂ）の範囲内に全ファイルが収まるように各ファイルを閉じる。これにより、撮影したデ
ータのサイズが仮想メディアの記録容量を超えた場合でも、その記録容量の範囲内でファ
イルを利用可能にできる。
【００５５】
　次に、接続を検出する際のシーケンスを、図３を用いて説明する。図３は、ビデオカム
コーダＡ０がＤＶＤ外部記録装置Ｂ０の接続を検出する処理の流れを示すフローチャート
である。
【００５６】
　ステップＳ２０１では、ビデオカムコーダＡ０のインターフェース制御部Ａ３が、外部
記録媒体Ｄ０を検出するための検出指令を通信ケーブルＣ０経由でＤＶＤ外部記録装置Ｂ
０に送信する。
【００５７】
　ビデオカムコーダＡ０のインターフェース制御部Ａ３は、検出指令の応答として、媒体
情報を通信ケーブルＣ０経由でＤＶＤ外部記録装置Ｂ０から受信した場合、外部記録媒体
Ｄ０がアクセス可能に接続されたことを検出したと判断する。この場合、インターフェー
ス制御部Ａ３は、処理をステップＳ２０２へ進める。インターフェース制御部Ａ３は、媒
体情報を受信しなかった場合、外部記録媒体Ｄ０がアクセス可能に接続されたことを検出
したと判断して、処理をステップＳ２０１へ進める。
【００５８】
　ここで、媒体情報は、外部記録媒体Ｄ０の種類、外部記録媒体Ｄ０の記録容量及び外部
記録媒体Ｄ０の記録可能フォーマットに関する情報を含む。
【００５９】
　ステップＳ２０２では、マイコンＡ８が、媒体情報をインターフェース制御部Ａ３から
取得する。
【００６０】
　ステップＳ２０３では、マイコンＡ８が、媒体情報に基づいて、外部記録媒体Ｄ０の種
類がＤＶＤ－ＲであるのかＤＶＤ－ＲＷであるのか判断する。マイコンＡ８は、種類がＤ
ＶＤ－Ｒであると判断する場合、処理をステップＳ２０４へ進め、種類がＤＶＤ－ＲＷで
あると判断する場合、処理をステップＳ２０５へ進める。
【００６１】
　ステップＳ２０４では、マイコンＡ８が、管理情報をファイル制御部Ａ９から取得する
。マイコンＡ８は、媒体情報と管理情報とに基づいて、外部記録媒体の種類「ＤＶＤ－Ｒ
」に対して適切な仮想メディア領域を決定して、その適切な仮想メディア領域のみに対す
る仮想メディア選択画面データを生成して表示制御処理部Ａ６へ供給する。表示制御処理
部Ａ６は、その仮想メディア選択画面データに基づいて、仮想メディア選択画面（図６参
照）を表示パネルＡ７に表示する。
【００６２】
　例えば、マイコンＡ８は、媒体情報に基づいて、外部記録媒体Ｄ０が記録容量４．７Ｇ
ＢのＤＶＤ－Ｒであると判断する。マイコンＡ８は、管理情報に基づいて、内部記録媒体
Ａ１０に含まれる全ての仮想メディア領域が図５に示される「１」～「９」であると判断
する。マイコンＡ８は、仮想メディア領域「１」～「９」において、記録容量が４．７Ｇ
Ｂ以下であり、「ＤＶＤ－Ｒ」に対応したファイル構造「ＤＶＤ－ＶＩＤＥＯ」である領
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域を選択する。そして、マイコンＡ８は、「１」、「５」及び「７」の仮想メディア領域
を適切な仮想メディア領域に決定する。マイコンＡ８は、「１」、「５」及び「７」の仮
想メディア領域に対する仮想メディア選択画面データを生成して表示制御処理部Ａ６へ供
給する。表示制御処理部Ａ６は、仮想メディア選択画面データに基づいて、図６に示す仮
想メディア選択画面を表示パネルＡ７に表示する。すなわち、表示制御処理部Ａ６は、マ
イコンＡ８が決定した結果に基づいて、適切な仮想メディア領域を選択するための画面を
表示する。
【００６３】
　ステップＳ２０５では、マイコンＡ８が、管理情報をファイル制御部Ａ９から取得する
。マイコンＡ８は、媒体情報と管理情報とに基づいて、外部記録媒体の種類「ＤＶＤ－Ｒ
Ｗ」に対して適切な仮想メディア領域を決定して、その適切な仮想メディア領域のみに対
する仮想メディア選択画面データを生成して表示制御処理部Ａ６へ供給する。表示制御処
理部Ａ６は、その仮想メディア選択画面データに基づいて、仮想メディア選択画面（図７
参照）を表示パネルＡ７に表示する。
【００６４】
　例えば、マイコンＡ８は、媒体情報に基づいて、外部記録媒体Ｄ０が記録容量４．７Ｇ
ＢのＤＶＤ－ＲＷであると判断する。マイコンＡ８は、管理情報に基づいて、内部記録媒
体Ａ１０に含まれる全ての仮想メディア領域が図５に示される「１」～「９」であると判
断する。マイコンＡ８は、仮想メディア領域「１」～「９」において、記録容量が４．７
ＧＢ以下であり、「ＤＶＤ－ＲＷ」に対応したファイル構造「ＤＶＤ－ＶＩＤＥＯ」及び
「ＤＶＤ－ＶＲ」である領域を選択する。そして、マイコンＡ８は、「１」、「２」、「
５」、「７」及び「８」の仮想メディア領域を適切な仮想メディア領域に決定する。マイ
コンＡ８は、領域を選択する。そして、マイコンＡ８は、の仮想メディア領域に対する仮
想メディア選択画面データを生成して表示制御処理部Ａ６へ供給する。表示制御処理部Ａ
６は、仮想メディア選択画面データに基づいて、図７に示す仮想メディア選択画面を表示
パネルＡ７に表示する。すなわち、表示制御処理部Ａ６は、マイコンＡ８が決定した結果
に基づいて、適切な仮想メディア領域を選択するための画面を表示する。
【００６５】
　ユーザは、操作スイッチＡ１１を操作することで、このように表示された複数の仮想メ
ディアの中から、ダビング（データ転送）したい仮想メディアを選択する。マイコンＡ８
は、ファイル制御部Ａ９を制御して、記録媒体Ａ１０より選択された仮想メディアのデー
タを再生しインターフェース制御部Ａ３に送る。また、マイコンＡ８は、インターフェー
ス制御部Ａ３を介して外部記録装置Ｂ０に対して、送信したデータの記録を指示するコマ
ンドを送信するとともに、再生された仮想メディアのデータを送信する。
【００６６】
　外部記録装置Ｂ０は、送信されたデータをディスクＤ０に順次記録する。
【００６７】
　このように、ビデオカムコーダＡ０は、通信ケーブルＣ０及びＤＶＤ外部記録装置Ｂ０
を介して接続された外部記録媒体Ｄ０との関係で適切な仮想メディア領域のみに対する仮
想メディア選択画面を、表示パネルＡ７に表示することができる。これにより、多数で多
種類の仮想ディスク領域から外部記録媒体との関係で適切な仮想ディスク領域を容易に選
択することができ、外部記録媒体にデータ転送する際の作業負担を十分に軽減することが
できる。
【００６８】
　なお、本実施形態では、ダビング先（データ転送先）の記録媒体として、ＤＶＤを例に
挙げて説明したが、これ以外にも、例えば、ＨＤ－ＤＶＤやブルーレイディスクなどにも
適用可能である。
【００６９】
　また、動画像データの符号化形式として、ＭＰＥＧ２だけを用いて説明したが、例えば
、ブルーレイディスクでは、Ｈ．２６４などの符号化形式を用いることもある。その場合
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仮想メディア情報には、記録容量として２５ＧＢ、符号化形式としてＨ．２６４など、デ
ータ構造としてＢＤ－Ｖｉｄｅｏ形式であることを示す情報を追加すればよい。
【００７０】
　また、マイコンＡ８は、仮想メディアとしてブルーレイディスクが選択される場合、仮
想メディア領域「１」～「９」において、記憶容量が所定値であることなどに加えて、符
号化形式が所定の符号化形式である仮想メディア領域を選択してもよい。
【００７１】
　本発明の第２実施形態に係るデータ転送システム１００を、図８を用いて説明する。図
８は、本発明の第２実施形態に係るデータ転送システム１００の構成図である。なお、図
８では、第１実施形態と同様の部分が簡略化して図示してある。
【００７２】
　データ転送システム１００は、基本的な構成は第１実施形態と同様であるが、カードリ
ーダーライター（外部記録装置）Ｅ０を備える点で第１実施形態と異なる。
【００７３】
　カードリーダーライターＥ０は、外付け型のカードリーダーであり、通信ケーブルＣ０
を介してビデオカムコーダＡ０に接続される。これにより、カードリーダーライターＥ０
は、ビデオカムコーダＡ０から受け取った情報（例えば、映像データ）を外部記録媒体Ｆ
０に記録したり、外部記録媒体Ｆ０に記録された情報をビデオカムコーダＡ０に供給して
再生させることができる。外部記録媒体Ｆ０は、例えば、カード型の高密度記録媒体であ
る。外部記録媒体Ｆ０の種類は、例えば、ＳＤカードである。
【００７４】
　カードリーダーライターＥ０は、図８に示すように、インターフェース制御部Ｅ１、メ
ディア制御部Ｅ２及びカードスロットＥ３を備える。
【００７５】
　インターフェース制御部Ｅ１は、カードリーダーライターＥ０が通信ケーブルＣ０を介
してビデオカムコーダＡ０に接続された際に、外部記録媒体Ｆ０を検出するための検出指
令を通信ケーブルＣ０経由でビデオカムコーダＡ０から受信する。
【００７６】
　メディア制御部Ｅ２は、検出指令をインターフェース制御部Ｅ１から受け取り、カード
スロットＥ３を介して外部記録媒体Ｆ０から媒体情報を読み出す。メディア制御部Ｅ２は
、媒体情報をインターフェース制御部Ｅ１へ渡す。
【００７７】
　インターフェース制御部Ｅ１は、メディア制御部Ｅ２から受け取った媒体情報を通信ケ
ーブルＣ０経由でビデオカムコーダＡ０へ送信する。
【００７８】
　カードスロットＥ３には、外部記録媒体Ｆ０が着脱可能に接続される。すなわち、カー
ドスロットＥ３は、外部記録媒体Ｆ０に対する書き込み及び読み出しを行うインターフェ
ースである。
【００７９】
　また、接続を検出する際のシーケンスが、図９に示すように、次の点で第１実施形態と
異なる。図９は、ビデオカムコーダＡ０がカードリーダーライターＥ０の接続を検出する
処理の流れを示すフローチャートである。なお、図３に示す処理と異なる部分を中心に説
明し、同様の部分については説明を省略する。
【００８０】
　ステップＳ３０１では、ビデオカムコーダＡ０のインターフェース制御部Ａ３が、外部
記録媒体Ｆ０を検出するための検出指令を通信ケーブルＣ０経由でＤＶＤ外部記録装置Ｂ
０に送信する。
【００８１】
　ビデオカムコーダＡ０のインターフェース制御部Ａ３は、検出指令の応答として、外部
記録情報及び媒体情報を通信ケーブルＣ０経由でカードリーダーライターＥ０から受信し
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た場合、カードリーダーライターＥ０の接続を検出したと判断する。この場合、インター
フェース制御部Ａ３は、処理をステップＳ２０２へ進める。インターフェース制御部Ａ３
は、外部記録情報及び媒体情報を受信しなかった場合、カードリーダーライターＥ０の接
続を検出しなかったと判断して、処理をステップＳ２０１へ進める。
【００８２】
　ここで、外部記録情報は、外部記録媒体Ｆ０に対して書き込み及び読み出しを行う装置
（外部記録装置）の種類に関する情報を含む。媒体情報は、外部記録媒体Ｆ０の種類、外
部記録媒体Ｆ０の記録容量及び外部記録媒体Ｆ０の記録可能フォーマットに関する情報を
含む。
【００８３】
　ステップＳ３０２では、マイコンＡ８が、外部記録情報をインターフェース制御部Ａ３
から受け取る。マイコンＡ８は、外部記録情報に基づいて、外部記録装置がＤＶＤ外部記
録装置であるのかカードリーダーライターであるのかを判断する。マイコンＡ８は、ＤＶ
Ｄ外部記録装置であると判断する場合、処理をステップＳ２０２へ進め、カードリーダー
ライターであると判断する場合、処理をステップＳ３０６へ進める。
【００８４】
　ステップＳ３０６では、マイコンＡ８が、媒体情報をインターフェース制御部Ａ３から
取得する。媒体情報は、外部記録媒体Ｆ０の種類、外部記録媒体Ｆ０の記録容量及び外部
記録媒体Ｆ０の記録可能フォーマットに関する情報を含む。
【００８５】
　ステップＳ３０７では、マイコンＡ８が、管理情報をファイル制御部Ａ９から取得する
。マイコンＡ８は、媒体情報と管理情報とに基づいて、外部記録媒体の種類「ＳＤカード
」に対して適切な仮想メディア領域を決定して、その適切な仮想メディア領域のみに対す
る仮想メディア選択画面データを生成して表示制御処理部Ａ６へ供給する。表示制御処理
部Ａ６は、その仮想メディア選択画面データに基づいて、仮想メディア選択画面（図１１
参照）を表示パネルＡ７に表示する。
【００８６】
　例えば、マイコンＡ８は、媒体情報に基づいて、外部記録媒体Ｆ０が記録容量２ＧＢの
ＳＤカードであると判断する。マイコンＡ８は、管理情報に基づいて、内部記録媒体Ａ１
０に含まれる全ての仮想メディア領域が図１０に示される「１」～「９」であると判断す
る。マイコンＡ８は、仮想メディア領域「１」～「９」において、記録容量が”２ＧＢ以
下であり、「ＳＤカード」に対応したファイル構造「ＤＣＦ」である領域を選択する。そ
して、マイコンＡ８は、「３」及び「６」の仮想メディア領域を適切な仮想メディア領域
に決定する。マイコンＡ８は、「３」及び「６」の仮想メディア領域に対する仮想メディ
ア選択画面データを生成して表示制御処理部Ａ６へ供給する。表示制御処理部Ａ６は、仮
想メディア選択画面データに基づいて、図６に示す仮想メディア選択画面を表示パネルＡ
７に表示する。すなわち、表示制御処理部Ａ６は、マイコンＡ８が決定した結果に基づい
て、適切な仮想メディア領域を選択するための画面を表示する。
【００８７】
　このように、ビデオカムコーダＡ０は、通信ケーブルＣ０及び外部記録装置（ＤＶＤ外
部記録装置Ｂ０又はカードリーダーライターＥ０）を介して接続された外部記録媒体Ｄ０
，Ｆ０との関係で適切な仮想メディア領域を特定する。そして、ビデオカムコーダＡ０は
、その適切な仮想メディア領域のみに対する仮想メディア選択画面を、表示パネルＡ７に
表示することができる。これにより、多数で多種類の仮想ディスク領域から外部記録装置
及び外部記録媒体との関係で適切な仮想ディスク領域を容易に選択することができ、外部
記録媒体にデータ転送する際の作業負担を十分に軽減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】本発明の第１実施形態に係るデータ転送システムの構成図。
【図２】ビデオカムコーダが仮想メディアを利用して撮影する処理の流れを示すフローチ
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【図３】ビデオカムコーダがＤＶＤ外部記録装置の接続を検出する処理の流れを示すフロ
ーチャート。
【図４】設定メニュー画面を示す図。
【図５】内部記録媒体に含まれる全ての仮想メディア領域を示す図。
【図６】仮想メディア選択画面を示す図。
【図７】仮想メディア選択画面を示す図。
【図８】本発明の第２実施形態に係るデータ転送システムの構成図。
【図９】ビデオカムコーダがカードリーダーライターの接続を検出する処理の流れを示す
フローチャート。
【図１０】内部記録媒体に含まれる全ての仮想メディア領域を示す図。
【図１１】仮想メディア選択画面を示す図。
【符号の説明】
【００８９】
Ａ０　ビデオカムコーダ
Ａ１　レンズ
Ａ２　カメラ制御部
Ａ３　インターフェース制御部
Ａ４　動画信号処理部
Ａ５　静止画信号処理部
Ａ６　表示制御処理部
Ａ７　表示場ネル
Ａ８　マイコン
Ａ９　ファイル制御部
Ａ１０　内蔵メディア
Ａ１１　操作スイッチ
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